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日本工芸会陶芸部会 50 周年記念展 

未来へつなぐ陶芸 —伝統工芸のチカラ展  
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   〒309-1611 茨城県笠間市笠間 2345 番地（笠間芸術の森公園内）       

Tel:0296-70-0011 Fax:0296-70-0012 

 https://www.tougei.museum.ibk.ed.jp/ 

茨城県陶芸美術館 企画展プレスリリース 

未来へつなぐ陶芸 －伝統工芸のチカラ展 



 
 

  歴代の人間国宝の名品から新進作家の最新作を通して、未来へつなぐ陶芸のわざと美を紹介します。 
 

  歴代の人間国宝作品をはじめ、窯業地ならではの素材と伝統を受け継いだ作家たちによる作品や、茶の湯のうつわ、

若手作家たちの作品など、137名の139点にわたって、未来へとつなぐ陶芸のわざと美を紹介します。 
 

  伝統的な陶芸の歴史をつくってきた日本工芸会陶芸部会の活動が2022年に50周年を迎えたことを記念した展覧会です

。本展では、歴代の人間国宝作品をはじめ、窯業地ならではの素材と伝統を受け継いだ作家たちによる作品や、茶の

湯のうつわ、若手作家たちの作品など、137名の139点にわたって、未来へとつなぐ陶芸のわざと美を紹介します。 
 
 

     下記の作品画像は広報担当のe-mailアドレスまでご連絡いただけましたらデータをお送りします。 

使用の際には作品キャプションおよび所蔵を併記してください。 

広報用画像（ポスター画像） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※画像のみを使用する場合は以下のキャプションを掲載してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十三代三輪休雪 
エル キャピタン 
2021年 個人蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
室伏英治 
Nerikomi Porcelain Sparkle 
2012年 東京国立近代美術館蔵 

 
 
 
 
 
 
 
松井康成 練上嘯裂文大壺 1979年

 茨城県陶芸美術館蔵 

 
 
 
 
 
 
 
高橋朋子 金銀彩水指 游ぐ月 2019年 

個人蔵 

 
 
 
 
 
 
 
新里明士 光器 2021年 個人蔵 

 
 
 
 
 
 
 
見附正康 無題 2021年 個人蔵 



 

７月７日（金）１３時００分より プレスプレビューを行います。 
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